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概要
香川大学では高校生のみならず，学び直しを志す社会人，他大学の学部からの大学院進学希望者などを加えた多
様な人物像を対象とし，学内の情報システム基盤を整備し IRに基づいた統合的なエンロールメント・マネジメント
を目指している．本論文では，香川大学のエンロールメント・マネジメント実現に向けた業務システム内製開発と
業務システム連携の取り組みをエンロールメント・マネジメントのライフサイクルに基づき概観し，大学 ICT推進
協議会 2025年度年次大会で発表される業務システム内製開発の事例について述べる．

1 はじめに
エンロールメント・マネジメント（Enrollment Man-

agement）とは，大学の組織目標や教育理念を達成す
るためにマーケティング手法を取り入れながら学内資
源を統合的かつ効率的に運用し，戦略に基づき大学業
務を体系的に運営する経営手法 [1] とされ，多くの大
学で同様の取り組みがおこなわれている．エンロール
メント・マネジメントは 1970 年代に米国マサチュー
セッツ州ボストンカレッジの John Maguire 博士に
よって提唱され，マーケティングを重要し，大学の学
生募集戦略として奨学金モデルの構築，学生満足度に
基づいた改善モデルなどが構築された．これらは主に
大学経営における「学生募集マーケティング」，「転入
生募集」，「入学手続き」，「財政支援」を対象としてい
る．Hossler ら [2] はエンロールメント・マネジメン
トの対象を拡大し，戦略的エンロールメント・マネジ
メント（Strategic Enrollment Management）を提案
した．戦略的エンロールメント・マネジメントは IR

（Institutional Research）に基づき，学生の大学選択
から入学，在学中の支援，卒業・修了，そして卒業後
の成果に至るまで，入学者募集，財政的支援（奨学金・
授業料設定），学習支援，退学防止策などの諸機能を
体系的に統合するアプローチであり，単なる学生募
集・広報だけでなく，入学から卒業後までの学生ライ
フサイクル全体を通じた統合的なマネジメントとされ
る．戦略的エンロールメント・マネジメントは，John

Maguire博士が提唱したエンロールメント・マネジメ
ントの対象範囲を拡大したものであり，一般的に用語
として使い分けられるケースが少ないとされている
[1]．そのため本論文では，Hossler らが提案した戦略
的エンロールメント・マネジメントも含めたものがエ
ンロールメント・マネジメントであると定義した．
香川大学は独立行政法人大学改革支援・学位授与機
構が公募した「令和６年度大学・高専機能強化支援事
業（高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る
支援）」に採択された [3]．創造工学部の情報関連コー
ス（情報コース，人工知能・通信ネットワークコー



ス）と，創発科学研究科（博士前期課程）の情報関連
ユニット（情報システム・セキュリティユニット，人
工知能・通信ネットワークユニット，情報社会ユニッ
ト）において，受け入れ学生を増やすとともに，DX

推進人材育成を目的とした社会人向けのリカレント専
門講座「KadaiDX 塾」の開講や地域の DX を推進す
る「KadaiDXコンソーシアム」の設置などを通じて，
DX推進スキル標準（DSS-P）で示された 5つの人材
類型（ビジネスアーキテクト，デザイナー，データサ
イエンティスト，ソフトウェアエンジニア，サイバー
セキュリティエンジニア）すべての人材を網羅的に育
成することを目指している．香川大学の高度情報専門
人材育成の取り組みは，日本の IT人材不足（2030年
に約 41 万人～79 万人が不足と予想される）[4] に応
える取り組みであり，かつ企業・産業界が求めるビジ
ネスアーキテクト，デザイナー，データサイエンティ
ストなど，新たな人材の獲得に対して，社会人の学び
直し（リカレント，リスキリング）を想定した産学連
携の人材育成が喫緊の課題である社会的背景に基づい
ている．これら社会的な要請は，エンロールメント・
マネジメントにおいて「大学の入学対象者は高校生で
ある」という暗黙的な人材像の定義から，学び直しを
志す社会人，他大学の学部からの大学院進学希望者な
どを加えた多様な人物像を対象としたエンロールメン
ト・マネジメントが必要であることを示している．
福島 [5] は山形大学で学内各種データを一元管理・
分析する「総合的学生情報データ分析システム」を開
発した．同システムは入学前接触データ（資料請求や
オープンキャンパス参加者情報等）から入試結果デー
タ，在学中の成績・履修・満足度データ，卒業生アン
ケート結果まで，学生に関する多面的情報が個人単位
で結合・追跡可能な形式で蓄積され，「入学前どのよ
うな経路で本学を知った学生が，在学中どのような成
績・満足度を示し，卒業後に高い満足度を持っている
か」などを分析することができる．山形大学における
「総合的学生情報データ分析システム」の開発事例は学
内の情報システム基盤を整備し，データウェアハウス
や BI ツールの導入することにより IR に基づいたエ
ンロールメント・マネジメントの実践に相当する．し
かし，福島は IT ベンダーと共同で開発したシステム
が開発過程で「専門性の高い複雑な分析で利用が敬遠
されたこと」，「実現するためのシステムのユーザビリ
ティやインターフェースの明快さが損なわれこと」に
起因して「誰も使いたがらないシステムになった」と
述べている．この経緯からシステムの大幅な改修をお

こない「大学内で分析結果を活用し，教育活動の評価
や改善に繋げるためにはシステムの柔軟性や拡張性を
担保し，学部等からの要求に俊敏に対応することが重
要である」との見解が示された．
香川大学では，学内の業務システム群を IPAが提案
した「スサノオ・フレームワーク」の概念に基づき，大
量のデータを正確かつ効率的に記録し，コストの削減
や効率化が求められる SoR（System of Record），蓄
積されたデータを分析・活用し、そこから洞察を得る
ための SoI（System of Insight），顧客とのつながりを
重視し，柔軟性や俊敏性が求められる SoE（System of

Engagement）に分類 [6]した．システムの安定稼働を
重視する SoR の業務システム開発に対して，システ
ム開発の柔軟性・俊敏性を重視する SoIや SoEに分類
される業務システムを内製開発の対象とし，SoR/SoE
で異なる開発プロセスを適用し，システム品質基準を
満たしつつ，これらの業務システムを連携し，共存さ
せる取り組みを開始している．学内の業務システムを
SoR/SoI/SoE に分類し，分類された特性に基づき開
発プロセス，システム品質基準を定める取り組みは，
福島が述べた「誰も使いたがらないシステム」を防ぐ
ことを狙い，システムの柔軟性や拡張性を担保し，要
求に俊敏に対応するための方策に該当する．
これらの取り組みの一貫として，2024 年からは

SoR に相当する富士通 Japan 株式会社製の教務シス
テム「Campus-Xs」[7] を連携させ，SoI に相当する
Campus-Xsが保有するデータを分析・可視化する「大
学ダッシュボード（教育研究）」[8]，SoE に相当する
Campus-Xs が保有するお知らせデータを要約し学生
に通知する「お知らせ自動要約システム」[9]を内製開
発している．香川大学の SoR/SoI/SoEの分類に基づ
く業務システム連携の取り組みは，大学におけるエン
ロールメント・マネジメントにおいて IR の実践を支
援する．人事・学務・財務系業務の信頼性を担保する
SoRは，ISO/IEC 25010[10]に基づく「製品品質」を
確保する役割を担う一方で，入試広報や学生支援にお
ける SoEは利用者中心の「利用時品質」を重視し，柔
軟かつ俊敏なサービス提供が求められる．両者を橋渡
しする SoIは，データ連携と分析により IRを実現し，
経営層の意思決定や学生のライフサイクル支援に寄与
することを目指している．
本論文では，香川大学のエンロールメント・マネジ

メント実現に向けた業務システム内製開発と業務シス
テム連携の取り組みについて述べる．2 章では，本研
究で目指すエンロールメント・マネジメントのライフ



図 1: 本研究で目指すエンロールメント・マネジメントのライフサイクル

サイクルについて述べる．3 章では，エンロールメン
ト・マネジメント実現に向けた業務システム内製開発
と業務システム連携の取り組みについて述べる．4 章
ではまとめを述べる．

2 本研究で目指すエンロールメント・マネ
ジメントのライフサイクル
図 1は本研究で目指すエンロールメント・マネジメ
ントのライフサイクルを示している．本研究では，学
び直しを志す社会人，他大学の学部からの大学院進学
希望者などを加えた多様な人物像を対象とし，かつ一
度学部から企業へ就職し，実務経験から新たな学びを
得るために博士前期課程や博士後期課程での学び直し
も考慮した循環型のライフサイクルを定めた．表 1は
本研究で目指すエンロールメント・マネジメントにお
ける各段階の内容，仮説 KPI，取得すべきデータを示
している．
入学・進学志向形成段階は，大学／大学院への入学・
進学の意思を形成させる段階である．この段階で入
学・進学の希望率を増加させることが目的となる．出
願・受験段階は，出願や受験の意思を形成させるため
の財政的な支援（奨学金，訓練給付金など）の提示を
おこない，出願者数を増加させることが目的となる．
入学確定段階は，合格者をフォローし，入学準備をさ
せる段階である．入学辞退率を減らすことが目的とな
る．在学段階では，在学を継続・定着させるための各
種施策・取り組みをおこない，単位取得，学修生活支
援などを通じて離脱を防止することが目的となる．就
職活動段階では，就職の意思がある学生を支援し，就
職率を向上させることが目的となる．卒業・修了段階

では，卒業判定，キャリア支援により就職のみならず
大学院への進学率を向上させることが目的となる．科
目等履修段階・履修証明プログラム受講段階・アルム
ナイネットワーク構築段階は，現在大学に所属してい
ないが，将来的に大学・大学院への入学を志す社会人，
他大学の学部からの大学院進学希望者などを対象と
し，入学・進学志向形成段階に繋げることを目的とし
ている．科目等履修段階・履修証明プログラム受講段
階は，リカレント・リスキリングの場に相当し，より
高度，専門性を高める学びを促す機会とし，循環型の
ライフサイクルを形成させる．リカレント・リスキリ
ングによる大学への入学・進学志向形成を目指した循
環型のライフサイクルの形成は，すべての学部を対象
とするのではなく，慢性的に不足している高度情報専
門人材の産学連携・還流による育成を喫緊の課題とし
て取り組むこととした．

3 業務システム内製開発と業務システム連
携の取り組み
表 2は香川大学におけるエンロールメント・マネジ
メントに関わる業務システム内製開発と業務システム
連携の事例と該当する段階を示している．業務システ
ムの連携は SoRに分類される教務システム「Campus-

Xs」，財務システムが挙げられる．事例番号 4，5，11

については大学 ICT 推進協議会 2024 年度年次大会
で発表された内容を，それ以外は大学 ICT 推進協議
会 2025年度年次大会で発表される内容を示している．
2024年度ではエンロールメント・マネジメントの主に
在学段階における学生支援に重きをおいた業務システ
ム内製開発がおこなわれた．2025年度では入学・進学



表 1: 本研究で目指すエンロールメント・マネジメントの各段階で KPI仮説およびデータ

段階 内容 仮説 KPI データ
入学・進学志向形成段階 大学／大学院への入学・進

学の意思を形成させる段階
入学・進学希望率，説明会
参加数，オープンキャンパ
ス参加率，Webアクセス数

アンケート，資料請求数，参
加者名簿，Web解析ログ

出願・受験段階 出願・受験，財政的支援（奨
学金，訓練給付金など）す
る段階

志望倍率，出願者数，合格
率

出願情報，奨学金申請件数

入学確定段階 合格者をフォローし入学準
備させる段階

入学辞退率，入学確定率 合格者アンケート，入学手
続き完了数

在学段階 在学を継続・定着させる（学
修支援）段階

履修率，単位取得率，学生
相談利用率，中退率

学修記録，出欠情報，成績
データ，相談記録

就職活動段階 就職活動の段階 就職率 就職内定情報
卒業・修了段階 卒業判定，キャリア支援に

よる就職・進学の段階
卒業率，就職率，大学院進
学率

卒業判定情報

科目等履修段階 履修を継続・定着させる段
階

満足度，取得単位数，社会
人学生比率

履修者アンケート，履修者
属性

履修証明プログラム受講段
階

プログラム受講を継続・定
着させる段階

満足度，履修証明終了者数，
社会人学生比率

受講者アンケート，受講者
属性

アルムナイネットワーク構
築段階

卒業生とのリテンション維
持段階

同窓ネットワーク参加率，
寄付額，再入学希望数

卒業生名簿，寄付データ

表 2: エンロールメント・マネジメントに関わる業務システム内製開発事例と該当する段階

番号 業務システム内製開発事例 該当する段階
1 香川大学におけるオープンキャンパス申込システムの内製開発ー申込デー

タを教務システムに自動連携する機能の開発ー
入学・進学志向形成段階

2 香川大学における在校生出身高校可視化・分析システムの内製開発 出願・受験段階
3 香川大学における学校名正規化システムの内製開発 入学確定段階
4 香川大学における大学ダッシュボード（教育情報）の内製開発 [8] 在学段階
5 香川大学における教務システムのお知らせ自動要約システムの内製開発

[9]

在学段階

6 香川大学におけるデジタルスキルポートフォリオ作成支援システムの内
製開発

在学段階／就職活動段階／卒業・
修了段階

7 香川大学における学校推薦求人閲覧状況分析・可視化システムの内製開発 就職活動段階
8 香川大学における教務システムとスカウト型就活サイトを連携したプロ

フィール自動生成システムの内製開発
就職活動段階

9 進路状況報告システムにおける産業分類補完機能の内製開発 就職活動段階
10 香川大学における教務情報を基にした同窓会名簿管理システムの内製開

発
アルムナイネットワーク構築段階

11 香川大学における予実管理ダッシュボードの内製開発 [11] 科目等履修段階／履修証明プログ
ラム受講段階／アルムナイネット
ワーク構築段階

12 香川大学における産学連携研究ステークホルダーマネジメントにむけた
受託・共同研究管理システムの内製開発

科目等履修段階／履修証明プログ
ラム受講段階／アルムナイネット
ワーク構築段階

13 香川大学におけるデジタル教職員録システムの開発 在学段階／科目等履修段階／履修
証明プログラム受講段階／アルム
ナイネットワーク構築段階



志向形成段階から，アルムナイネットワーク構築段階
まで広範囲の段階での業務システム内製開発がおこな
われた．
複数の段階に渡る内製開発事例として「香川大学に
おけるデジタルスキルポートフォリオ作成支援システ
ムの内製開発」では，DSS-Pで定義された人材類型に
求められる知識やスキルを可視化し，目指すべき人材
像に向けた学習支援をおこなうことで，就職活動の支
援と専門性を高める大学院への進学を促すためのシス
テムとして開発された．また科目等履修段階／履修証
明プログラム受講段階／アルムナイネットワーク構築
段階に渡る内製開発事例として「香川大学における産
学連携研究ステークホルダーマネジメントにむけた受
託・共同研究管理システムの内製開発」は，共同研究
先との継続かつ発展的な関係性を維持することを目的
とし，受託・共同研究先の従業員を科目等履修や履修
証明プログラムの受講生として受け入れることで，入
学・進学志向形成段階に繋げることを狙っている．

4 さいごに
本論文では香川大学のエンロールメント・マネジメ
ント実現に向けた業務システム内製開発と業務システ
ム連携の取り組みについて述べた．香川大学における
エンロールメント・マネジメントは，高校生のみなら
ず，学び直しを志す社会人，他大学の学部からの大学
院進学希望者などを加えた多様な人物像を対象として
いる．またエンロールメント・マネジメントは学内の
情報システム基盤を整備し，IRに基づき，学生の大学
選択から入学，在学中の支援，卒業・修了，そして卒
業後の成果に至るまで，入学者募集，財政的支援，学
習支援，退学防止策などの諸機能を体系的に統合する
戦略的エンロールメント・マネジメントとして取り組
む必要があり，これらを実現するためには，システム
の柔軟性や拡張性を担保し，要求に俊敏に対応できる
仕組みが求められる．大学 ICT推進協議会 2025年度
年次大会で発表される内製開発事例については，それ
ぞれ該当する論文を参照されたい．
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